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研究成果の概要（和文）：共同観賞を記録するための映像音声収集装置および行動記録のためのセンサ装置を試作し，
観賞時の行動記録および発話記録の分析から，会話内の役割分担の発生を分析し，専門家の説明がどのような行為によ
って生じるかを多様なステークホルダー間について分析した．また，この共同観賞記録を様式化して表現するための観
賞記録の様式化の研究を行い，それにもとづいて情報記録を追体験するための情報ツールの設計開発を行った．また，
このような共同観賞ツールをミュージアムや街に展開し実証実験を行った．

研究成果の概要（英文）：We developed digital tools to record the behavior of collaborative appreciation 
in museum based on video images and voice sounds. By analyzing the behavior of appreciation and the 
discourses from the records, we estimate how role sharing of visitors is born in museum when appreciating 
by group. From this analysis we selected several archetypes of group appreciation. Based on the 
archetypes we designed two tools to re-experience the group appreciation, Litfassaule and Infobooth. 
These prototypes are demonstrated at the downtown of Hakodate and the Museum of Hakodate.

研究分野： 情報メディア学
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  ２版



１． 研究開始当初の背景 

 ｢メディアとしての博物館｣(梅棹忠夫)という考え

方に再び注目が集まっている．博物館は過去の事物

を集積することで，それらを媒介とする発見を促し，

現代の理解と将来の設計を行う場であるといえる．

従来，博物館展示の設計は，学芸員による知識の体系

化と市民への啓発活動という視点で行われてきたが，

これに対し，近年，市民自らが展示物を通じて創造に

加わる場としての博物館を再構築する試みが須永ら

によって行われている(須永 2011)．これは「コトの

デザイン」や「経験のデザイン（ Design for 

Experience）」等のコンセプトを受けた試みと考えら

れ，市民による新たな創造を生み出している． 

 一方で，博物館は専門家である学芸員による研究

を活動の基盤としている．そのため，専門家のもつ高

度な知識と，市民自らによる創造性をどのように結

び付けるのかが大きな課題として残っている． 

 実際，学芸員は展示にあたり莫大な専門的調査に

もとづいて展示を実現しているが，市民が展示に触

れて得ることのできる情報はそのごく一部分に限ら

れている．これは，一方向性のメディアであるこれま

での展示や解説を通じて得られる情報が，学芸員の

持つ知識や経験の表層にすぎないからである． 

 

２．研究の目的 

 本計画では学芸員の専門知識と市民の創造性の結

節点として，共同観賞の記録とその追体験を実現す

る手法を研究し，博物館における観賞体験を介した

より深いコンテンツのデザインを試みるものである． 

 研究のポイントはつぎの 3 点である． 

(1)共同観賞を記録するための情報ツールの開発 

(2)共同観賞の分析に基づく専門家・聞き手・媒介者

の役割の分析としつらえ 

(3)共同観賞記録を介して他者がより深く追体験する

ための手法の開発 

 我々の研究では，潜在化しがちな専門家の知識を

どのようにして，引き出すかを｢コトのデザイン｣と

して考え，顕在化したより深いコンテンツの伝達を

観賞記録の追体験による｢経験のデザイン｣で実現し

ようと考えた． 

 

３．研究の方法 

 以下の項目について研究を進めた． 

(1)共同観賞の記録方式の研究 

 一般的な博物館・美術館展示では共同観賞の記録

が 1～2 時間におよぶことが多い．そこで，観賞記録

を，時刻，場所，発話者と発話内容，被説明対象のス

コープ(資料全体か特定の範疇などの区別)などの視

点での記録を試み，共同観賞記録の標準方式（共同観

賞譜）を提案した． 

(2)共同観賞を促進するためのツールの設計 

 専門家のコミュニケーションにおける過不足を緩

和するための役割分担を，ツールによって実現する

方法を研究した．専門家は自分にとって平易な事柄

を省略する一方で，本人の専門分野に関しては過剰

な説明を行ってしまう．この状況を専門家である学

芸員を中心に，聞き手と媒介者の 3 者構成を想定す

ることで，より深いコンテンツが引き出されるとい

う仮説の下，どのようなケースで引き出しが生じや

すいかをツールとして実現する． 

(3) ミュージアム等における実証実験 

 これまでの研究によって明らかになった，ステー

クホルダーの関係性，そしてそれを活用するための

ツール設計法に基づいて，共同観賞を促すことので

きるツールを作成しミュージアムや市中に展開し，

実証実験を行う． 

 

４．研究成果 

(1) 共同観賞の記録方式に関する研究 

 共同観賞のための記録方式について，ミュージア

ム等での実展示にもとづく評価を行った．一つは，展

示壁や展示ケースに陳列されている資料や美術品を

対象とする共同観賞記録方式で，実際の博物館にお

いて，学芸員と市民による共同観賞実験を開催し，そ

の際におきる，観賞経路，発話，視線，手指動作など

をビデオカメラとマイクロフォンにより記録するも

のである．対象とした展示は，市立函館博物館で企画

展として開催された「函館の麦酒」展（(A), 2012.4/28



～6/24）である．また，これに加えて道立函館美術館

の「蠣崎波響・夷酋列像展及び観賞会」（ (B), 

2012.8/17）において，両展で展示される図像を事前

にデジタル化し，ルータで結んだ２台の計算機に保

存し，観賞用ブラウザを通じて図像の全体像と細部

を同期させ，両画面を比較しながら観賞できるよう

にした．(A)は一般来館者を対象とし，会期中連日，

展示会場のエントランスに２台の 40 インチディス

プレイを設置して，展示図像の見所をズームアップ

する自動上映方式である．(B)は，前者で用いたシス

テムを，「蠣崎波響・夷酋列像」函館本とブサンソン

本の２シリーズを比較検証する研究者の議論にあわ

せてズームアップをサンプリングする作業に適用し

た．後にこの成果を展示会場で自動上映した．これら

の共同観賞記録については，巡回型およびセミナー

型として様式化して実験を行うことができた． 

 いずれも，当初解説を行っている学芸員が会をリ

ードし「知識の伝達」形式を取るが，解説の虚をつく

ような形で，地域住民２名の地域の生活に根ざした

実感や，各々が持っている知識を背景とした質問が

発露されるのを端緒に，３人の発話がクロストーク

形式に変化していく．またクロストークの段階に入

ると，一方的な「知識の伝達」の流れが，相互の知識

や経験を動員した協同による知識アーティファクト

の構築段階に入って行き，交わされる論議の様子が

激しく活性化されるなどの知見を得ることができた． 

(2) 共同観賞を促進するためのツール設計 

 (1)にもとづいて共同観賞のためのツールのプロト

タイプを開発し，評価を行った．次の 3 点について

研究開発を行った． 

①写真アーカイブと専門家の知識にもとづくナビゲ

ーションカードツールの開発, ②画像回転型インタ

フェースによる観賞ポイント発見ツールの開発，③ 

高精細写真に基づく観賞支援ツールの開発． 

 ①は，街歩き観賞支援を行うためのカードツール

のデザインに関するもので，古写真にもとづいてお

こなった専門家と市民の対話を記録し，それを街歩

き観賞に適した様式に変換するための手法を研究し

たものである．実際に函館市西部地区をテストケー

スとして，函館市が有する古写真データベースをも

とに，地域史の研究者(学芸員，考古・歴史分野)の語

りの映像と音声を記録し，カードツールに編集した． 

 ②は，自然史系博物館において生物標本を対象に

多様な視点からの観賞を促すようにデザインした回

転円柱を模した画像ツールである．このツールはタ

ーンテーブル上で一定角度ずつ回転させながら撮影

した標本画像群を，コンピュータ上で疑似的に回転

させながら観賞するもので，移動操作と注目を繰り

返しながら，着目点を発見するツールであり，複数人

で共通の標本についての移動操作と観賞を繰り返す

ことで，観賞を促進することが期待される． 

 ③は，近年解像度の飛躍的向上が進む高精細写真

を利用して，美術品や標本を観賞，観察するための手

法に関するもので，(A)大型高精細印刷物への動画埋

め込みに関するもの，(B)大型高精細画像ビューワを

インタフェースとする資料のリアル‐デジタルイン

タラクションツールの共同観賞への利用を進めてい

る．とくに(B)は，共同観賞の視点を複数人で共有す

るツールとして活用できると考えている． 

(3) ミュージアム等における実証実験 

 (2)を展開する形で共同観賞のための情報環境デザ

インの実践を行った．画像回転型インタフェースに

よる観賞ポイント発見ツールを現場で実践する形と

して，円柱回遊型観賞ポイント発見展示方式，および

ブース回遊型共同観賞について研究を行った．前者

は，五稜郭築造 150 年を記念して市内に設置された

「リトファスゾイレ」（円筒形をした掲示板で，函館

の歴史上の人物を写真と文章で紹介している）とし

て実際に社会に実装した．また，ブース回遊型共同観

賞では，通常展示ブースとして利用される小部屋内

部で利用者が観賞する様子が，外からガラス越しに

観賞できることで，観賞スタイルを観賞する形式の

共同観賞が行えることが明らかになった． 
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